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EU グリーンディールの一環として導入が検討されている炭素国境調整メカニズムの

パブリックコンサルテーション 
（欧州委員会が 2020 年 7 月 22 日から 10 月 28 日まで実施）に、当組合としてコメン

トを提出致しました。 
 
コメント主旨(詳細添付参照)：                                    
１） 温暖化効果ガス削減は持続的な地球環境、社会の維持に資するものであり、その

為の対策は必要と理解。 
２） 当組合は多角的、マルチラテラルなルールに基づく貿易投資を支持するものであ

り、本メカニズム導入に当たっては WTO ルールやパリ協定等国際的な枠組みで

決められたルールとの整合が必要。 
３） 欧州委員会が予定している 2021 年中の法案化は時期尚早であるので、スケジュ

ールを再考し、国際的合意形成を優先頂きたい。 
 

本件に関するご意見は以下宛先までお送りください。 
 
日本機械輸出組合 通商・投資グループ 浅田 英昭 
MAIL：asada@jmcti.or.jp 
TEL: +81-3-3431-9348 
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